
小学校第４学年、第５学年 中学校第１学年、第２学年

実施教科：国語、算数・数学、理科

学習や生活等に関する質問 

三重県教育委員会

マスコットキャラクター

「みえびぃ」

•

•

令和８年度第１回みえスタディ・チェックの結果をお知らせします。各学校では、授業改善、学習内容の

理解・定着、学習習慣等の確立が一層進むよう、 結果の活用をお願いします。

•

•

•

教 科 第４学年 第５学年

国 語 50.6％ 46.2％

算数・数学 53.2％ 54.4％

理 科 － 47.8％

教 科 第４学年 第５学年

国 語 9.99％ 13.36％

算数・数学 5.25％ 3.07％

理 科 － 4.56％

• 児童生徒が自らの学習内容の定着状況を確認し、目標を持って主体的に学習に取り組む意欲を

育む。

• 学習指導要領の趣旨や内容に基づき、児童生徒の学習内容の定着状況を把握し、授業改善及び

個に応じた指導の充実等、各学校が組織的かつ継続的なPDCAサイクルを確立し、児童生徒の

学ぶ意欲や学力の向上のための取組を促進する。

三重県教育委員会事務局 学力向上推進プロジェクトチーム

小学校 第４学年 324校 

※対象児童生徒が在籍する全ての小中学校等で実施

中学校 第１学年 148校

令和８年度始業式翌日から令和８年５月29 日（金）まで

※理科については、小学校第４学年を除く

第１学年 第２学年

47.5％ 41.7％

53.4％ 51.5％

52.5％ 42.7％

第１学年 第２学年

9.08％ 7.06％

2.85％ 6.48％

3.13％ 4.13％

小学校 第５学年 324校 中学校 第２学年 149校

目的

実施日

対象学年

実施内容

実施校数

各教科の平均正答率・平均無解答率

小学校 中学校 小学校 中学校

https://www.mie-c.ed.jp/kenminundou/sensei/kyouin_douga/kyouin_douga.html
https://www.mie-c.ed.jp/kenminundou/sensei/kyouin_douga/kyouin_douga.html
https://www.mie-c.ed.jp/kenminundou/sensei/kyouin_douga/kyouin_douga.html


必要なことを記録したり質問したりして話の中心を捉え、

内容を正確にまとめて書く

21.4％ 27.9％

36.3％

各問題の正答率

72.2％

平均正答率

69.7%

過去同一問
題正答率 改善状況改善

が図られた問題

課題
が見られた問題

授業改善のポイント

【第３学年及び第４学年】 A 話すこと・聞くこと
エ 必要なことを記録したり質問したりしながら聞き、話し手が伝えたいことや自分が聞きたいことの中心を捉え、
自分の考えをもつこと。

学習指導要領における内容

具体的な設問例

４二

正答率

21.4%

話し合いの内容を正確にとらえてまとめることができるかどうかをみる問題

平均正答率

（平均正答数）
50.6％

（5.0問/10問）
9.98％

平均

無解答率

国 語

教科に関する結果

令和8年度第1回

小学校第４学年
・文の中における主語と述語との関係を捉えることが

できる（２一）
（出題の趣旨）

（出題の趣旨）

課題の改善に向けた授業アイデア例 国立教育政策研究所ホームページ

令和４年度
全国学力・学習状況調査の結果
を踏まえた授業アイディア例

詳細は下記の二次元コードを読み込むかリンクからご覧ください。

2.5％

・目的を意識して、中心となる語や文を見付けて要約

することができる（３三）

・話し合いの内容を正確に捉えてまとめることができ

る（４二）
-6.5％

【第３学年及び第４学年】 B 書くこと
ウ 自分の考えとそれを支える理由や事例との関係を明確にして、書き表し方を工夫すること。

― ―

「話の中心を捉えること」には、話し手が伝えたいことの中心を捉え
ること、自分が聞きたいことの中心を明確にして聞くこととの二つの側
面があります。話の中心を捉えるためには、話題について興味や関心を
もち、聞く目的を明確にしながら集中して聞くとともに、必要な事柄を
記録しながら話を聞いたり、聞いた事柄を基に分からない点や確かめた
い点などを質問したりすることが大切です。
実際の授業場面においても、質問するだけに終始せず、質問してわ
かったことを踏まえて形成した自分の考えを表現できるように指導する
ことが効果的です。

「地域のためにできることについて話し合おう」

～互いの立場を明確にしながら計画的に話し合い、考えをまとめる～

「令和４年度全国学力・学習状況調査報告書（小学校国語）」 P29～32

実施対象学年
第５・６年

https://www.nier.go.jp/jugyo

urei/r04/index.html

問題概要 問題形式 正答率

一 漢字を書く（集合ばしょ） 短答 78.0%

二 漢字を書く（選手をかえる） 短答 9.8%

三 漢字を書く（あつい日が続いています） 短答 70.8%

一 文の主語を選択する 選択 72.2%

二 文の主語を選択する 選択 71.9%

問題番号

1

2

問題概要 問題形式 正答率

一 理由が書かれている段落を選択する 選択 54.7%

二 主語と述語のつながりが合っていない文を選択する 選択 32.4%

三 資料から中心となる語や文を見付ける 短答 36.3%

一
【話し合いの一部】で、三人に共通する発言の仕方の工夫と
して適切なものを選択する

選択 58.3%

二
【話し合いの一部】で出た、折り紙の良いところを全て取り上
げ、話し合いで出た意見をまとめる

記述 21.4%

4

問題番号

3

https://www.nier.go.jp/jugyourei/r04/index.html
https://www.nier.go.jp/jugyourei/r04/index.html


話の内容が明確になるように構成を考えたり、資料を活用して自分の考えが伝わるように話す

8.7％ 14.8％

8.0％ ―

各問題の正答率

64.1％

平均正答率

―

過去同一問
題正答率 改善状況改善

が図られた問題

課題
が見られた問題

授業改善のポイント

【第３学年及び第４学年】 A 話すこと・聞くこと
イ 相手に伝わるように、理由や事例などを挙げながら、話の中心が明確になるよう話の構成を考えること。

学習指導要領における内容

具体的な設問例

７二

正答率

8.7%

相手や目的に応じて筋道を立てて話すことができるかどうかをみる問題

平均正答率

（平均正答数）
46.2％

（6.9問/15問）
13.36％

平均

無解答率

国 語

教科に関する結果

令和8年度第1回

小学校第５学年

・故事成語の意味と使い方を理解することができる

（３二）（出題の趣旨）

（出題の趣旨）

・登場人物の気持ちの変化や性格、情景について、場

面の移り変わりと結び付けて具体的に想像すること

ができる（５三）
・相手や目的に応じて筋道を立てて話すことができる

（７二）
-6.1％

―

【第３学年及び第４学年】 B 書くこと
ウ 自分の考えとそれを支える理由や事例との関係を明確にして、書き表し方を工夫すること。

―

自分の考えや伝えたい内容の中心が明確になるように理由
や事例を挙げ、筋道立てた構成にすることが重要です。指導
に当たっては、冒頭で話の中心を述べ、そのことに合わせた
理由や事例などを挙げたり、最初に提示した内容と結論がず
れないようにしたりすることが大切です。
また、自分の考えとそれを支える理由や事例といった関係
性が明確になるように記述することも重要です。指導に当
たっては、理由を記述する際には、「なぜなら～」、「その
理由は～」、「～ためである」など、理由を示すことを明確
にする表現を用いること、事例を記述する際には、「例えば
～」、「事例を挙げると～」、「～などがそれに当たる」な
どの表現を用いることができるようにすることが大切です。
第５学年及び第６学年においては、「話の中心を明確に」
することに加え、目的や意図に応じて簡単に書く部分と詳し
く書く部分を決めたり、事実と感想、意見とを区別して書い
たりすることができるよう指導する必要があります。

問題概要 問題形式 正答率

一 文脈に沿って漢字を書く（さんか者） 短答 72.3%

二 文脈に沿って漢字を書く（きぼう者） 短答 60.6%

三 文脈に沿って漢字を読む（箱がおいてある） 短答 72.9%

接続語を使って一文を二文に分けて書く 短答 36.1%

一
言葉の意味と使い方を捉え、適切なものを選択する（はか
る）

選択 53.5%

二
故事成語の使い方として適切なものを選択する（五十歩百
歩）

選択 64.1%

一 示された述語に対応する主語を選択する 選択 47.3%

二 主語と述語のつながりが合っていない文を選択する 選択 44.2%

問題番号

1

2

3

4

問題概要 問題形式 正答率

一
【物語の一部】で、杏があせっている理由として適切なものを
選択する

選択 42.0%

二
【物語の一部】で、質問をしたときの杏の気持ちとして適切
なもの選択する

選択 45.6%

三
【物語の一部】を読んで、杏の仕事に対する考え方の変化に
ついて書く

記述 8.0%

一
調べたことを報告する文章にまとめるときの工夫として適
切なものを選ぶ

選択 61.3%

二
地域の人たちと交流会でしたい昔の遊びを一つ選び、その
理由を複数の資料の内容から取り上げて記述する（60字～
100字）

記述 20.2%

一
話し合いを基に作成した報告で示す資料として、適切なもの
を選択する

選択 56.6%

二
【報告内容】の空欄に当てはまるよう【アンケート結果】の質
問２から分かることを数字を入れて記述する（50字～60
字）

記述 8.7%

問題番号

5

6

7



数直線上の目盛りが表す数を分数で表

すことで、分数の意味や表し方について

理解を深めることができるようにする

ア40.7％

数直線上の目盛りが表す数を分数で表
すことで、分数の意味や表し方について
理解を深めることができるようにするこ
とが重要です。
指導に当たっては、例えば、左の目盛
りが表す数を分数で表す活動が考えられ
ます。その際、０から１までが何等分さ
れているのかに着目して、単位分数を捉
えることができるようにすることが大切
です。その上で、他の目盛りが表す分数
を単位分数の幾つ分として考えることが
できるようにすることも大切です。

32.1％ 38.0％ -5.9

各問題の正答率

76.4％

平均正答率

77.0%

過去同一問
題正答率

-0.6

改善状況改善
が図られた問題

課題
が見られた問題

授業改善のポイント

【第３学年】 A 数と計算 
（６）分数とその表し方に関わる数学的活動を通して、次の事項を身に付けることができるよう指導する。
ア 次のような知識及び技能を身に付けること。
（ア）等分してできる部分の大きさや端数部分の大きさを表すのに分数を用いることを知ること。

また、分数の表し方について知ること。
（イ）分数が単位分数の幾つ分かで表すことができることを知ること。

学習指導要領における領域・内容

具体的な設問例

6ア､イ

正答率

ア40.7%

イ24.4%

数直線上で、１の目盛りに着目し、分数を単位分数の幾つ分として捉えるこ

とができるかどうかをみる問題

平均正答率

（平均正答数）
53.2%

（6.4問/12問）
5.25％

平均

無解答率

算 数

教科に関する結果

令和8年度第1回

小学校第４学年

・除法を用いて、何倍かを求めることができる（３）

（出題の趣旨）

（出題の趣旨）

・整数の除法の意味について理解している（４）

・数直線上で、１の目盛りに着目し、分数を単位分数の

幾つ分として捉えることができる（６ア、イ） イ24.4％

－

－

－

－



図形を構成する要素及びそれらの位置関係に着目し、

図形の性質に基づいて図形を弁別できるようにする

35.8％ 44.9％ -9.1

図形の置き方をいろいろと変えても、図形を構成する要素及びそれらの位置関

係に着目して、図形を弁別できるようにすることが重要です。

指導に当たっては、例えば、置き方をいろいろと変えて示された幾つかの四角

形の中から台形を弁別し、その理由を説明する活動が考えられます。その際、図

形を構成する要素及びそれらの位置関係に着目しながら、図形の性質を基に弁別

した理由を説明することで、置き方をいろいろと変えても図形の性質は変わらな

いことを理解できるようにすることが大切です。また、台形でない図形について

も、図形を構成する要素及びそれらの位置関係に着目しながら、図形の性質を基

に台形でない理由を説明したり、それらの図形をどのように構成し直せば台形に

なるのかを考えたりすることができるようにすることも大切です。

38.2％ 33.9％ +4.3

各問題の正答率

77.3％

平均正答率

－

過去同一問
題正答率

－

改善状況改善
が図られた問題

課題
が見られた問題

授業改善のポイント

【第４学年】 B 図形
（１）平面図形に関わる数学的活動を通して、次の事項を身に付けることができるよう指導する。

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。
（イ）平行四辺形、ひし形、台形について知ること。

学習指導要領における領域・内容

具体的な設問例

11(１)

正答率

35.8%

台形の意味や性質について理解しているかどうかをみる問題

平均正答率

（平均正答数）
54.4％

（9. 2問/17問）
3.07％

平均

無解答率

算 数

教科に関する結果

令和8年度第1回

小学校第５学年
・二次元表に示された数の意味を考え、グラフと関

連付けることができる (10(３))
（出題の趣旨）

（出題の趣旨）

※（参考値）…全国学力・学習状況調査の平均正答率

・小数の除法の意味について理解している（５)

・台形の意味や性質について理解している（11（１）)
（参考値）

全国学力・学習状況調査 報告書

「図形の構成の仕方を観察して図形について判断すること」

「令和５年度全国学力・学習状況調査 報告書
（小学校算数）」 P39～41学習指導に当たって」

実施対象学年
第４学年

国立教育政策研究所ホームページ
詳細は二次元コードを読み込むか
リンクからご覧ください

https://www.nier.go.jp/jugyoure

i/r05/index.html

https://www.nier.go.jp/jugyourei/r05/index.html
https://www.nier.go.jp/jugyourei/r05/index.html


差異点や共通点を基に、具体的な条件に着目

し、問題を見いだすことができるようにする

24.1％ 29.6％ -5.5

自然の事物・現象に働きかけて得た事実に基づいて、問題を見いだす

ことができるようにするためには、事実を比較し、差異点や共通点を捉

えることができるようにすることが重要です。

指導に当たっては、観察、実験の結果を比較して、差異点や共通点を

基に、具体的な条件に着目した問題を見いだす場面を設定することが考

えられます。例えば、「輪ゴムをのばした長さと、車が動くきょりには

どのような関係があるのだろうか。」という問題を見いだし、ゴムの元

に戻ろうとする力の大きさと物の動く様子との関係を調べます。ゴムの

働きと物が動く距離の関係について学習した後、「のばすゴムの長さを

変えるほかに車が動く距離を変える方法はないのかな」、「輪ゴムの本

数を変えると車が動く距離はどうなるのかな」、などと調べたいことに

ついて話し合う中で「輪ゴムの本数によって、車が動く距離はどのよう

に変わるのだろうか」といった問題を見いだす学習活動が考えられます。

22.3％ － －

各問題の正答率

69.8％

平均正答率

67.5%

過去同一問
題正答率

+2.3

改善状況改善
が図られた問題

課題
が見られた問題

授業改善のポイント

【第３学年】 A 物質・エネルギー
（２） 風とゴムの力の働きについて、力と物の動く様子に着目して、それらを比較しながら調べる活動を

通して、次の事項を身に付けることができるよう指導する。
ア 次のことを理解するとともに、観察、実験などに関する技能を身に付けること。
（イ）ゴムの力は、物を動かすことができること。また、ゴムの力の大きさを変えると、物が動く様子
も変わること。

学習指導要領における区分・内容

具体的な設問例

4(3)

正答率

22.3%

差異点や共通点を基に、新たな問題を見いだし、表現することができるかどうかを

みる問題

平均正答率

（平均正答数）
47.8％

（8.6問/18問）
4.56％

平均

無解答率

理 科

教科に関する結果

令和8年度第1回

小学校第５学年
・観察で得た結果を、問題の視点で分析して、解釈

し、自分の考えをもつことができる(5(1))
（出題の趣旨）

（出題の趣旨）

・ゴムの力の働きと物が動く距離の関係について、輪ゴム

の本数に注目して、差異点や共通点から、新たな問題を見

いだし、その内容を記述することができる(4(3))

・観察などで得た結果を、結果からいえることの視点で分

析して、解釈し、自分の考えをもつことができる(5(3))



目的や意図に応じ、話の内容を捉え、話し手の

考えと比較しながら、自分の考えをまとめる

32.3％ 45.8％ -13.5

話を聞いて自分の考えをまとめる際には、話し手の目的や自分が聞

こうとする意図に応じて、話の内容を捉え、話し手の考えと比較しな

がら、自分の考えをまとめることが重要です。その際、話し手の考え

と自分の考えの共通点や相違点を整理したり、共感した内容や納得し

た事例を取り上げたりして、自分の考えをまとめることが大切です。

指導に当たっては、相手が自分に伝えたいことや、自分が求めてい

る情報などを明確にして聞くことができるように指導することが重要

です。インタビューをする前に、自分が知りたいことや疑問に思って

いることなどを整理したり、答えを予想したりしておくことも考えら

れます。また、インタビューをする際には、自分が知りたい内容に関

する言葉を取り上げ、更に質問しながら理解を深め、話し手の考えと

比較しながら自分の考えをまとめていけるようにすることも大切です。

61.0％ 75.9％ -14.9

各問題の正答率

58.1％

平均正答率

47.4%

過去同一問
題正答率

+10.7

改善状況改善
が図られた問題

課題
が見られた問題

授業改善のポイント

【第５学年及び第６学年】Ａ 話すこと・聞くこと
エ 話し手の目的や自分が聞こうとする意図に応じて、話の内容を捉え、話し手の考えと比較しながら、
自分の考えをまとめること。

学習指導要領における内容

具体的な設問例

４二

正答率

32.3%

目的や意図に応じ、話の内容を捉え、話し手の考えと比較しながら、自分

の考えをまとめることができるかどうかをみる問題

平均正答率

（平均正答数）
47.5％

（6.7問/14問）
9.08％

平均

無解答率

国 語

教科に関する結果

令和8年度第1回

中学校第１学年
・文の中における修飾と被修飾との関係を捉えるこ

とができる(１二)
（出題の趣旨）

（出題の趣旨）

課題の改善に向けた授業アイデア例

国立教育政策研究所ホームページ

令和５年度
全国学力・学習状況調査の結果
を踏まえた授業アイディア例

https://www.nier.go.jp/jugyoure

i/r05/index.html

詳細は下記の二次元コードを読み込むかリンクからご覧ください。

・必要なことを質問しながら聞き、話し手が伝えたいことや

自分が聞きたいことの中心を捉えることができる（4一(1)）

・目的や意図に応じ、話の内容を捉え、話し手の考えと比較

しながら、自分の考えをまとめることができる（４二）

「学校ボランティアの人たちを

紹介するためにインタビューをしよう」

「令和5年度全国学力・学習状況調査 報告書授業アイディア例（小学校国語）」

P65～70

問題概要 問題形式 正答率

一 言葉の意味と使い方を捉え、適切なものを選択する(対照） 選択 64.1%

二
文中の「買ってもらった」がくわしくしている言葉として適切
なものを選択する

選択 58.1%

三
グループの話合いを通して見付けた俳句のよさとして適切
なものを選択する

選択 57.2%

四 情景描写を正しく理解し、適切なものを選択する 選択 62.5%

一
「打ち上げ花火の歴史」という見出しに合わせて必要な内容
を書き加える

短答 78.3%

二
【ずかんの一部】の中から花火師の苦労が具体的に書かれて
いる内容を引用して書く

短答 33.7%

三 複数の内容を関係付けた上で、自分の考えを具体的に書く 記述 13.2%

1

2

問題番号 問題概要 問題形式 正答率

一 「げんみつ」を漢字で書く 短答 24.7%

二 【文章の一部】の内容として適切なものを選択する 選択 37.7%

三 【発表原稿の下書き】のAで説明する内容を書く 記述 23.6%

一
(1)

【インタビューの様子】の傍線部ア（～ということだと思いま
すが、合っていますか。）のように質問をした理由として適切
なものを選択する

選択 61.0%

一
(2)

【インタビューの様子】の傍線部イ（～というのは、どのような
姿ですか。）のように質問をした理由として適切なものを選
択する

選択 64.3%

二
寺田さんと山本さんが、どのような思いでボランティアを続
けているのかについて、分かったことをまとめて書く

記述 32.3%

三
敬語の使い方をまとめた【谷さんのノートの一部】の空欄に
入る内容として適切なものを選択する

選択 55.0%

4

問題番号

3

https://www.nier.go.jp/jugyourei/r05/index.html
https://www.nier.go.jp/jugyourei/r05/index.html


読み手の立場に立って、語句の用法、叙述の

仕方などを確かめて、文章を整える

28.1％ 30.6％ -2.5

書いた文章を推敲する際には、伝えようとすることが伝わるように、

読み手の立場に立って、語句の用法、叙述の仕方などを確かめて、文

章を整えることができるように指導することが大切です。叙述の仕方

などを確かめるとは、文や段落の長さ、文や段落の役割、段落の順序、

語順などが適切であるかなどをみることです。

その際、「指示する語句と接続する語句の役割について理解を深め

ること」、「敬語の働きについて理解し、話や文章の中で使うこと」

などとの関連を図り、学習した「知識及び技能」を生かして文章を整

えるよう指導することが有効です。

例えば、行事後に書いた作文など、これまでに書いた文章を時間を

おいて読み返し、観点を明確にして文章を整えたり、具体的な相手を

想定して読み返し、伝えようとすることが伝わるかどうかを確かめた

りする学習活動が考えられます。そのようにして、伝えようとするこ

とが十分に書き表されているかなどを、読み手の立場に立って確かめ

ることが重要です。その際、書いた文章を音読するなどして、叙述の

仕方を整えることなども効果的です。

40.2％ 54.6％ -14.4

各問題の正答率

55.1％

平均正答率

51.1%

過去同一問
題正答率

+4.0

改善状況改善
が図られた問題

課題
が見られた問題

授業改善のポイント

【第１学年】Ｂ 書くこと
エ 読み手の立場に立って、表記や語句の用法、叙述の仕方などを確かめて、文章を整えること。

学習指導要領における内容

具体的な設問例

５二

正答率

28.1%

読み手の立場に立って、語句の用法、叙述の仕方などを確かめて、文章を

整えることができるかどうかをみる問題

平均正答率

（平均正答数）
41.7％

（6.3問/15問）
7.06％

平均

無解答率

国 語

教科に関する結果

令和8年度第1回

中学校第２学年
・必要に応じて質問しながら話の内容を捉えることが

できる(４一)
（出題の趣旨）

（出題の趣旨）

（参考値）

（参考値） （参考値）

（参考値）

※（参考値）…全国学力・学習状況調査の平均正答率

・読み手の立場に立って、表記を確かめて、文章を整

えることができる (５一)

・読み手の立場に立って、語句の用法、叙述の仕方な

どを確かめて、文章を整えることができる(５二)

問題概要 問題形式 正答率

一
適切な語句を選択する（立場の異なる両者の主張は終始一
貫して変わらず、最後まで結論が出なかった）

選択 70.3%

二 相手や場面に合わせて正しい敬語を選択する 選択 39.3%

三 傍線部「なかった」の主語として、適切なものを選択する 選択 34.1%

四
行書の特徴を踏まえた書き方について説明したものとして
適切なものを選択する

選択 30.6%

五 「かすみ」や「雲」のように見えたものを本文中から抜き出す 短答 40.3%

一 案内文の形式について適切なものを選択する 選択 39.6%

二 小学生向けの案内文にふさわしい表現に書き直す 短答 54.4%

問題番号

1

2

問題概要 問題形式 正答率

一 「筋が悪い」の意味として正しいものを選択する 選択 58.9%

二
【文章の一部】の論の進め方の特徴として適切なものを選択
する

選択 34.0%

三
ひらめきがリラックスすることによって引き起こされること
について自分の考えを書く

記述 32.1%

一
話合いの中の発言について説明したものとして適切なもの
を選択する

選択 55.1%

二
話合いの中の発言について説明したものとして適切なもの
を選択する

選択 37.3%

三
話合いの話題や発言を踏まえ、「これからどのように本を選
びたいか」について自分の考えを書く

記述 31.2%

一
手紙の下書きを見直し、誤って書かれている漢字を見付け
て修正する

短答 40.2%

二
手紙の下書きを見直し、修正した方がよい部分を見付けて
修正し、修正した方がよいと考えた理由を書く

記述 28.1%

問題番号

5

3

4



示された式を、具体的な場面と関連付けて読むことが

できるようにする

38.7％ 42.4％ -4.3

式を用いて数量の関係を表したり、具体的な場面と関連付けて式を読んだりすることが

できるようにすることが重要です。

指導に当たっては、例えば、本設問を用いて、二通りの式を、国語辞典と漢字辞典を並

べる場面とそれぞれ関連付けて、式の中の数値や演算は何を表しているかを明らかにして

説明する活動が考えられます。その際、５×28について、一つ分の大きさが５で、それが

28個あることから、５や28が何を表しているのかを考え、５が国語辞典１冊の厚さ「５

cm」であることと、28が国語辞典の冊数「28冊」であることを見いだし、５×28は国語

辞典28冊を並べた長さであることを捉えるなど、式を読むことができるようにすることが

大切です。

66.3％ 69.6％ -3.3

各問題の正答率

34.3％

平均正答率

32.3%

過去同一問
題正答率

+2.1

改善状況改善
が図られた問題

課題
が見られた問題

授業改善のポイント

【第４学年】 Ａ 数と計算
（６）数量の関係を表す式に関わる数学的活動を通して、次の事項を身に付けることができるよう指導

する。
イ 次のような思考力、判断力、表現力等を身に付けること。
（ア）問題場面の数量の関係に着目し、数量の関係を簡潔に、また一般的に表現したり、式の意味を

読み取ったりすること。

学習指導要領における領域・内容

具体的な設問例

４

正答率

66.3%

（ ）を用いた式や、加法と乗法の混合した式を場面と関連付けて読み取る

ことができるかどうかをみる問題

平均正答率

（平均正答数）
53.4％

（10.7問/20問）
2.85％

平均

無解答率

数 学

教科に関する結果

令和8年度第1回

中学校第１学年
・示された場面のように、数量が変わっても割合は

変わらないことを理解している（10（２））（出題の趣旨）

（出題の趣旨）

・（ ）を用いた式や、加法と乗法の混合した式を
場面と関連付けて読み取ることができる（４）

・複数の図形を組み合わせた平行四辺形について、
図形を構成する要素などに着目し、図形の構成の
仕方を捉えて、面積の求め方と答えを記述できる
（９（３））

課題の改善に向けた授業アイデア例 国立教育政策研究所ホームページ

令和５年度
全国学力・学習状況調査の結果
を踏まえた授業アイディア例

詳細は下記の二次元コードを読み込むかリンクからご覧ください。

実施対象学年
第４学年

「本を並べたときの長さを工夫して求めよう」
～計算に関して成り立つ性質を活用し、場面を新たに捉える～

「令和５年度全国学力・学習状況調査 報告書（小学校算数）」 P76 https://www.nier.go.jp/jugyoure

i/r05/index.html

https://www.nier.go.jp/jugyourei/r05/index.html
https://www.nier.go.jp/jugyourei/r05/index.html


データにおける範囲が、分布の散らばりの程度を示して

いることについて理解できるようにする

42.4％ 45.5％ -3.1

「範囲」とは、データの最大値と最小値との差であり、データの
散らばりの程度を表す値です。
指導に当たっては、範囲について、最大値と最小値の差であるこ
とを捉えていることで、範囲の意味について理解しているとするこ
となく、データにおける範囲が、分布の散らばりの程度を示してい
ることについても理解できるようにすることが大切です。平均値が
等しい二つの集団のデータでも範囲が等しいとは限りません。また、
範囲は極端にかけ離れた値が一つでもあるときは、その影響を受け
るので、取扱いや解釈の仕方には十分注意する必要があることを指
導することが大切です。範囲の意味を理解することは第２学年の箱
ひげ図の意味の理解にもつながることを意識して指導することも大
切です。

38.2％ －

各問題の正答率

52.0％

平均正答率

46.9%

過去同一問
題正答率

+5.1

改善状況改善
が図られた問題

課題
が見られた問題

授業改善のポイント

【第１学年】 Ｄデータの活用
（１）データの分布について、数学的活動を通して、次の事項を身に付けることができるよう指導する。

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。
（ア）ヒストグラムや相対度数などの必要性と意味を理解すること。

学習指導要領における領域・内容

具体的な設問例

13(１)

正答率

42.4%

範囲の意味を理解しているかどうかをみる問題

平均正答率

（平均正答数）
51.５％

（10.3問/20問）
6.48％

平均

無解答率

数 学

教科に関する結果

令和8年度第1回

中学校第２学年

・累積度数の意味を理解している（10）
（出題の趣旨）

（出題の趣旨）

・比例定数の意味を理解している（12（３））

・範囲の意味を理解している（13（１））

－



41.9％ 57.4％ -15.5

自然の事物・現象に影響を与えると考えられる要因を予

想し、その要因を変える条件と変えない条件に区別しなが

ら、予想や仮説を基に解決するための実験の方法を計画す

ることが大切です。

指導に当たっては、予想や仮説を基に、実験に関する全

ての条件を明確にした上で、どの条件を変える必要がある

かを検討したり、他の条件は全て同じになっているかを確

認したりすることが大切です。

例えば、本設問のように、実験に関する条件が多いとき、

温度を変えることを意図していても、結果として日光と温

度の２つの条件が異なる実験方法になっていることがあり

ます。図や表などに整理したり、実験前に計画を見直した

りして、検証したい条件のみが変わっているかを確認する

学習活動が考えられます。

29.9％

各問題の正答率

67.8％

平均正答率

62.5%

過去同一問
題正答率

+5.3

改善状況改善
が図られた問題

課題
が見られた問題

授業改善のポイント

【第５学年】Ｂ 生命・地球
（１） 植物の育ち方について、発芽、成長及び結実の様子に着目して、それらに関わる条件を制御し

ながら調べる活動を通して、次の事項を身に付けることができるよう指導する。
ア 次のことを理解するとともに、観察、実験などに関する技能を身に付けること。
（イ）植物の発芽には、水、空気及び温度が関係していること。

学習指導要領における区分・内容

具体的な設問例

４(３)

正答率

41.9%

実験の条件を制御した解決の方法を発想し、表現することができるかどうかをみる問題

平均正答率

（平均正答数）
52.5％

（11.0問/21問）
3.13％

平均

無解答率

理 科

教科に関する結果

令和8年度第1回

中学校第１学年

・メスシリンダーの正しい扱い方を理解している(3(1))
（出題の趣旨）

（出題の趣旨）

・作用点の位置を変えて手ごたえの大きさの変化を調

べる実験について、条件を制御しながら構想するこ

とができる(2(2))

・発芽するために必要な条件について、実験の条件を

制御した解決の方法を発想し、表現することができ

る(4(3))

条件を制御した観察、実験の計画

（参考値） （参考値）

※（参考値）…全国学力・学習状況調査の平均正答率

－ －



15.4％ 17.7％ -2.3

理科では、観察、実験の結果を分析して解

釈したり、予想や仮説を設定したりして、科

学的な探究の方法を基に見通しをもって探究

を進めていくことが大切です。

指導に当たっては、自己の考えがどのよう

に変容したか等に着目し、振り返りをする学

習場面を設定することが考えられます。

その際、探究の各過程で自己の考えを表現

し、必要に応じて多様な視点で自己の考えに

ついて振り返るようにすることが重要です。

また、振り返りをグループまたはクラス全体

で共有することで、自己の振り返りが深まる

ことが考えられます。

28.7％

各問題の正答率

63.4％

平均正答率

59.4%

過去同一問
題正答率

+4.0

改善状況改善
が図られた問題

課題
が見られた問題

授業改善のポイント

【第１分野】（２）身の回りの物質
（ア）物質のすがた

㋐ 身の回りの物質とその性質
身の回りの物質の性質を様々な方法で調べる実験を行い、物質には密度や加熱したときの変化

など固有の性質と共通の性質があることを見いだして理解するとともに、実験器具の操作、記録
の仕方などの技能を身に付けること。

（ウ）状態変化
㋑ 物質の融点と沸点
物質は融点や沸点を境に状態が変化することを知るとともに、混合物を加熱する実験を行い、

沸点の違いによって物質の分離ができることを見いだして理解すること。

学習指導要領における分野・内容

具体的な設問例

２(４)

正答率

28.7%

探究の過程の見通しについて分析して解釈することができるかどうかをみる問題

平均正答率

（平均正答数）
42.7％

（9.0問/21問）
4.13％

平均

無解答率

理 科

教科に関する結果

令和8年度第1回

中学校第２学年
・身の回りで起こる不思議な現象のうち、光の屈折に

   よって起こるものを指摘することができる(5(2))（出題の趣旨）

（出題の趣旨）

・状態変化に関する知識及び技能を基に、予想が反映

された振り返りから、探究の過程の見通しについて

分析して解釈することができる(2(4))

・力の働きに関する知識及び技能を活用して、物体に

働く重力とつり合う力を矢印で表し、その力を説明

することができる(4(1))

「自己の考えがどのように変容

したか」等に着目した振り返り

ができるようにする

－ －
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